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～家訓「海を甘く見たらいかんよ」を忘れケガとなった一例～

ゴムボートで、メバル狙いの釣行は岩礁帯がポイントになります。アンカーをかけて

釣っていましたが、ポイント移動のためアンカーを引き上げにかかったところアンカー

が底を離れません。ありったけの力をかけるとゴムボートが沈んでいきます…。この日

までに 3個のアンカーを岩にとられています。エイッ、潜ってしまえ、パンツ一丁でロ

ープを手繰って潜りました。耳ぬきなどの余裕はなく一気にアンカーを目指しました。

霧が晴れるようにアンカーが挟まっている岩が見えてきたその時です！ 右耳から“パ

シー”のような音がして耳が痛くなったのですが息が持つかが問題で、アンカーを抱え

て急いで浮上しました。鼻をつかんで力むと耳から暖かい空気が出てくる、聞こえない。

耳鼻科に行ったら鼓膜に穴が開いていました。高いアンカー代となりました。

濱川 以行（事務次長 兼 検査管理課課長 兼 広報委員会リーダー）
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検査依頼書Ⅰの中の「末梢血液像」を依頼したとき、その保険点数は

どうなりますか。

お問合せ：代表 0120-14-7191（フリーダイヤル）/ 082-247-7191（ダイヤルイン）

当検査センターの末梢血液像は機械法になり、保険点数は末梢血液像（自

動機械法）15点となります。

なお、検査依頼書通信欄に「目視で」と記入された場合は、末梢血液像（鏡

検法）25点となります。

当検査センターは、シスメックス社の

多項目自動血球分析装置（XE-2100）

を導入しています。 

シスメックス社の血球分析装置は、近

年では全国的にも約 7割の施設で使用

されており、信頼性の高い分析装置で

す。 検査 1 科血液係にて撮影 

 
広報委員 
 曽我部 俊二 / 濱川 以行 / 熊川 良則 / 河本 圓 / 藤岡 裕子 / 初岡 博 / 中本 啓太 

こだま Q&A 


